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特徴的な活動

「活力ある地域づくり」
・イベント企画・開催
・まちあるき

「観光振興」
・ガイドブック作成

「人材育成」
・技術の伝承
・実務関係者の育成

■　ルート名：北九州おもてなしの
ゆっくりかいどう”

柴山　品子さん
”

北九州のまちおこしを通し、
地域の魅力を向上・発信



　
柴
山
氏
は
1
9
9
6
年
に
発
足
し
た
「
長
崎

街
道
小
倉
城
下
町
の
会
」
に
お
い
て
、
現
在
に

い
た
る
ま
で
約
３
０
年
間
に
わ
た
り
小
倉
を
中

心
に
北
九
州
市
地
域
に
残
る
歴
史
的
、
文
化
的

資
源
や
四
季
折
々
の
街
の
風
景
な
ど
豊
富
な
観

光
資
源
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
致
に
役

立
つ
だ
け
で
な
く
、
郷
土
に
対
す
る
想
い
や
誇

り
、
知
識
を
多
く
の
方
に
継
承
し
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
力
向
上
に
つ
な
が
る
活
動

を
行
う
、
ま
ち
お
こ
し
の
中
心
人
物
で
あ
る
。

　
活
動
内
容

　

北
九
州
風
景
街
道
（
長
崎
街
道
）
を
推

進
す
る
た
め
、「
小
倉
の
お
も
し
ろ
歴
史
文

化
塾
」、「
史
跡
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
」、「
地
元

小
学
校
で
の
講
座
」
な
ど
の
企
画
を
開
催
。

ま
た
長
崎
街
道
を
調
査
し
ま
と
め
た
「
長

崎
街
道
小
倉
城
下
町
史
跡
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

や
歴
史
本
「
城
下
町
小
倉
の
歴
史
」
を
作

成
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
を
精
力
的
に
行

い
、
今
も
継
続
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

北
九
州
風
景
街
道
推
進
協
議
会
で
は
幹

事
を
務
め
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
提

案
や
審
査
、
助
言
等
を
行
い
、
各
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
も
積
極
的
に
図
っ

て
い
る
。

　

地
域
の
郷
土
史
講
座
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
依
頼
を
受
け
、
講
師
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。

　

長
崎
街
道
の
魅
力
を
内
外
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
、
ま
ち
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
に
つ
な

げ
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
活
動
を
行
い
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
に
夢
や
希
望
を
与
え

る
ほ
か
、
技
術
の
伝
承
や
実
務
関
係
者
の

育
成
を
広
範
囲
に
展
開
し
て
お
り
、
誰
も

が
認
め
る
人
物
で
あ
る

　
活
動
の
輪
を
広
げ

　
地
域
に
活
力
を

　
地
域
の
一
層
の
発
展
の
た
め

　
後
世
を
育
成

　
地
域
の
魅
力
発
信
に
尽
力
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